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去
る
九
月
十
五
日
、
平
成
二
十
年
度
中
部
森

林
管
理
局
の
決
算
概
要
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
の
決
算
は
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
維
持
増
進
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
財

政
の
健
全
化
に
努
め
た
結
果
、
収
支
で
は

二
十
四
億
五
千
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
損
益
計
算
上
で
は
、
二
十
七
億
四 

千
万
円
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

◆
発
生
収
支

　

収
入
の
う
ち
、
事
業
収
入
の
大
宗
を
占
め

る
林
産
物
等
収
入
は
、
住
宅
着
工
戸
数
の
大

幅
な
減
少
に
加
え
、
長
引
く
木
材
価
格
の
低

迷
等
が
あ
っ
た
も
の
の
、
間
伐
材
の
積
極
的

な
売
り
払
い
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
九
千
万

円
増
の
三
十
四
億
三
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
野
等
売
払
代
は
、
大
型
物
件
が
少
な
く

な
っ
た
も
の
の
、
余
剰
敷
地
の
積
極
的
な
売

り
払
い
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
二
億
七
千
万

円
増
の
六
億
七
千
万
円
と
な
り
、
自
己
収
入

全
体
で
は
前
年
度
よ
り
三
億
六
千
万
円
増
の

四
十
七
億
九
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
般
会
計
か
ら
の
受
入
金
は
、
治 

山
事
業
の
事
業
量
が
平
成
十
九
年
度
に
比
べ

て
減
少
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前
年
度
よ
り 

二
十
三
億
四
千
万
円
減
の
二
百
三
十
八
億
九 

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
借
入
金
は
五
年
連
続
し
て
ゼ

ロ
と
な
り
、
借
換
借
入
金
は
、
前
年
度
よ
り

五
億
二
千
万
円
減
の
百
十
億
六
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
の
適
正
化
等
に

努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
給
与
経
費
等
は
前
年
度

よ
り
一
億
五
千
万
円
減
の
六
十
九
億
八
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
に
資
す
る
森
林
整

備
を
推
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

八
億
二
千
万
円
増
の
五
十
二
億
九
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

治
山
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年

度
に
比
べ
、
事
業
量
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
前
年
度
よ
り
三
十
六
億
九
千
万
円
減
の

百
五
億
三
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

借
入
金
に
係
る
償
還
金
・
支
払
利
子
は
、
前

年
度
よ
り
七
億
円
減
の
百
二
十
二
億
九
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
四
百
四
億
六
千
万
円
の
収
入

に
対
し
、
支
出
は
三
百
八
十
億
一
千
万
円
で
、

二
十
四
億
五
千
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し

た
。

◆
損
益
計
算

　

減
価
償
却
費
の
減
少
等
に
よ
り
、
損
益
計
算

上
の
損
失
は
前
年
度
よ
り
六
億
二
千
万
円
減
少

し
て
二
十
七
億
四
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

雑　　　損 265

損　益　計　算
（単位：百万円）

発　生　収　支
（単位：百万円）

金額は、それぞれの科目で四捨五入しているので合計金額とは必ずしも一致しない。

経　営　費
 5,260

売　上　高
 3,490

費　用（24,472）     収　益（21,730） 収　入（40,465）     支　出（38,015）

林産物等収入
 3,430 給 与 経 費 

 5,548

基幹作業職員給与
 1,434

治山事業費
 10,537

林野等売払代 670

業　務　費
 1,819

一般管理費及び販売費
 1,535

財産貸付料等収入 595
林野等売払収入 670

財産貸付料等収入 595 森林環境保全整備事業費
 5,289

雑　収　入 101

雑　収　入 102

雑　　　益  1

治山事業費
 13,154

減価償却費
 3,084

一般会計より受入
  23,898

林道施設等災害復旧事業費 68

そ　の　他 1,034

一般会計より受入
  16,165

地方公共団体工事費負担金収入
 708

地方公共団体工事費負担金収入
 710

森林保全等財源受入 （2,718）

治山事業費財源受入 （12,446）

利子財源受入 （1,001）

事業施設費財源 （7,558）

公益林等保全管理費財源 （2,564）

利子財源　　　 （1,291）

治山事業費財源 （12,485）

償還金及び支払利子
 12,286資産除却損 249 借　入　金 11,060

（借換借入金）

収　支　差 2,450
支 払 利 子 925 本年度損失 2,742
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い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
を
含
め
是
非
一
度
試
し

て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
八
月
二
十
五
日
、「
南
木
曽

伝
統
工
芸
の
森
」（
南
蘭
国
有
林
六
〇
九
林
班
）

に
お
い
て
、「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
育
成
協

議
会
」
の
構
成
員
で
あ
る
南
木
曽
ろ
く
ろ
工
芸

協
同
組
合
、
蘭
桧
笠
生
産
協
同
組
合
の
他
南
木

曽
町
、
当
支
署
の
計
十
二
名
が
森
林
整
備
作
業

（
下
刈
）
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
」
は
、
南
木
曽
町

の
工
芸
品
で
あ
る
ろ
く
ろ
細
工
や
桧
笠
、
サ
ワ

ラ
桶
の
関
係
者
か
ら
な
る
南
木
曽
伝
統
工
芸
の

森
育
成
協
議
会
と
当
支
署
の
間
に
お
い
て
、
森

林
整
備
を
通
じ
、
木
の
文
化
の
継
承
を
目
的
と 情報伝達訓練を実施している参加者

 

［
企
画
調
整
室
］
防
災
週
間
（
八
月
三
十
日
か

ら
九
月
五
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
九
月
一
日
の

「
防
災
の
日
」
に
局
の
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
警
戒
体
制

時
及
び
地
震
発
生
時
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
警

戒
本
部
の
設
置
と
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を
行

い
運
営
す
る
と
と
も
に
、
各
署
等
と
の
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

局
庁
舎
が
被
災
し
た
前
提
と
し
災
害
対
策
本

部
を
屋
外
に
設
置
し
、
災
害
対
策
本
部
長
（
局

長
）
の
指
示
に
よ
り
各
災
害
対
策
班
の
役
割
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動

依
頼
な
ど
具
体
的
な
対
応
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
伝
達
訓
練
で
は
、
東
海
地
震
に

係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
な
っ
て
い
る

南
信
森
林
管
理
署
と
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
に

お
い
て
電
話
線
な
ど
が
使
え
な
い
と
の
想
定
で

衛
星
電
話
を
使
い
災
害
情
報
の
伝
達
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
異
常
気
象
に
よ
る
局
地
的
豪
雨
が

各
地
に
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
災
害
は
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
判
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら

の
備
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
で

き
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
地
震
等
の
発
生
地
域
で
電
話
が
規

制
さ
れ
通
話
が
で
き
な
い
状
況
で
は
、
災
害
用

伝
言
板
な
ど
が
有
効
で
す
。
毎
月
一
日
に
各
社

の
携
帯
電
話
で
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
、
平
成
十
八
年
に
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で

す
。

  

約
三
㌶
の
国
有
林
に
ト
チ
ノ
キ
等
四
百
本
が

植
樹
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
四
回
目
の
森
林
整

備
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
他
の
構
成
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
協
力
も
得
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
定
し
た
日
が
悪
天
候
で
順
延
を
余
儀
な

く
さ
れ
今
回
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。　

  

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
背
丈
並
み
に
伸

び
た
夏
草
を
刈
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
材
料
に

な
る
に
は
二
百
〜
三
百
年
か
か
る
が
、
私
た
ち

の
後
に
続
く
人
の
た
め
に
木
を
育
て
て
い
き
た

い
」、「
最
近
は
ろ
く
ろ
細
工
の
材
料
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
が
続
き
、

森
の
木
々
で
伝
統
工
芸
品
が
つ
く
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
新
聞
社
も
取
材
に
訪
れ
、
記
事

と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
下
刈
を
し
た
林
分
が
ろ
く
ろ
細
工

な
ど
の
伝
統
工
芸
品
の
材
料
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
協
働
し
継
続
す
る
な

か
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
「
木
の
文
化
を
支

え
る
森
づ
く
り
」
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
九
月
六
日
に
、
伊
那
市
水
無
山

（
標
高
一
、二
三
七
㍍
）
に
お
い
て
、
信
州
大
学

の
学
生
十
名
と
地
元
公
民
館
が
共
同
企
画
し
た

ハ
イ
キ
ン
グ
を
、
地
元
住
民
一
一
八
名
の
参
加

者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
年
配
の
方
な

ど
の
幅
広
い
年
齢
層
で
、
山
頂
ま
で
の
急
な
上

り
坂
を
、
大
学
生
か
ら
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
や
ミ
ズ

ヒ
キ
な
ど
の
植
物
の
解
説
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
、
山
頂
で
記
念
写
真
を

撮
影
し
て
、
全
員
笑
顔
で
下
山
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
地
域
・
大
学
生
・
森
林
管
理

署
の
三
者
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
そ
の
手
法
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
大
学

生
の
企
画
・
運
営
が
ス
ム
ー
ス
に
な
る
よ
う
に

伊
那
森
林
事
務
所
森
林
官
が
全
面
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
、
水
無
山
で
実
践
的
な

森
林
環
境
教
育
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
朝
、
大
学
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で

し
た
が
、
下
山
し
た
頃
に
は
自
分
た
ち
の
企
画

に
自
信
が
持
て
た
の
か
、
非
常
に
さ
わ
や
か
な

表
情
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
是
非
続
け
て
ほ
し
い
」
と

参加者が南木曽伝統工芸の森看板前で

　

地
域
と
の
連
携

み
ん
な
で
森
づ
く
り

「
伝
統
工
芸
の
森
」
継
承
に
汗
を
流
す

大
学
生
が
森
林
ガ
イ
ド
に
挑
戦


